
東日本大震災・原子力発電所事故から11年。今年もこの日がやって

きました。学校では、毎年「東日本大震災追悼式」を実施しており、本

年も11日（金）に行いました。

式では、はじめに犠牲になった方々へ黙祷を捧げました。続いて行っ

た校長の話では、「東日本大震災が起こった日に、被害に遭われた方々

に黙祷を捧げるとともに、この震災及び原子力発電所の事故で経験したことや学んだことをしっかりと継

承し、自然災害や防災について、さらには自分の生き方について考える機会としたいこと」を話しました。

また、震災及び原子力発電所事故直後に、一部の心ない人から福島県人が受けた差別的な対応について触

れ、「今のコロナ禍の中、私たちは、感染してしまった人や濃厚接触者（接触者）に対する偏見や誹謗中

傷をせず、相手の気持ちを考えることができる人になりたいこと」について話しました。ご家庭におきま

しても、それぞれにお話をされたことと存じます。３・11を風化させず、地域のことや生き方などにつ

いて考える機会としたいと思います。
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令和３年度重点目標「よくきき よく考え 最後まで取り組もう」

表彰のお知らせ
【「Pepper社会貢献プログラム」スクールチャレンジ南相馬市大会】

優良企画賞 鹿島小学校（６年生）

松橋 優凌さん，多田和香菜さん，植作 綾菜さん

佐藤 千紗さん，百井 脩翔さん

【南相馬市交通安全スローガン】

佳作 松橋 優凌さん（６年）

「心にも 早めの点灯 思いやり」

【税に関する絵はがきコンクール】

特選（法人会特別賞）

竹内 渚紗さん（６年） 白瀬 ひなさん（６年）

入賞 金山 苺衣さん（６年） 佐久間彩水さん（６年）

竹内 梓紗さん（６年） 植作 綾菜さん（６年）

鈴木 愛央さん（６年） 多田和香菜さん（６年）

【第９回福島県管弦打楽器ソロコンテスト

（相双・県北地区）】

金賞 鈴木 愛央さん（６年）

銀賞 佐藤 秀祐さん（６年）

佐藤理来音さん（６年）



今年度も夏休みの課題として、全校生が取り組みました。今年度は、県全体で42,983組、相双地区で

は、6,344組の出品がありました。審査の結果、本校から16組の作品が相双地区の第一次審査を通過し

ました。通過した作品は作品集に掲載されましたので紹介します。

また、本校から絆部門・ふるさと部門あわせて、311組の出品があり、今年度も「ふれあい学校賞」

をいただきました。作品は大人と子ども一組で作成するため、保護者の皆様にもご参加いただきました。

ありがとうございました。

＜相双域内による第１次審査を通過し、県に出品された作品＞

【絆部門】

さらあらい きょうもはりきり ピカピカに 背がのびた そろそろ母に おいつくぞ

まかせてと はりきる娘は たのもしい いつの間に 夏前までは 肩の下

堀内 奨真（１年） 森 雄太（父）

なつやすみ まいにちはしる きんメダル 娘が拾う ボールめがけて 砂ダイブ

堀内有希子（母） 森 一彩（４年）

よくやった 最後の日まで 完走だ 砂まみれ 必死に飛びつく ビーチバレー

岩佐 湊（１年） 原 慶多（５年）

おかいもの おもたいふくろ ぼくもつよ 重いよね ぼく運ぶから 休んでて

岩佐 舞（母） 原 郁恵（母）

ありがとう 小さな紳士 頼もしい 僕持つよ そんな言葉に ときめいて

坂下 杏花（１年） 植作 綾菜（６年）

あさがおの かんさつたのしい なつのあさ 手のひらも 足も背丈も 追いつくよ

坂下 瑛紀（父） 植作真由美（母）

元気でる あさがおに似た 子の笑顔 子の成長 うれしいよりも 寂しさが

多田 結月（１年） 多田和香菜（６年）

ほんものの ほうちょうもって おてつだい まーだだよ 夏のひざしと かくれんぼ

多田亜紀子（母） 多田みちえ（母）

おみそしる 「つくったんだよ！」と 自慢気に 日傘さす 親は夏バテ 子は元気

【ふるさと部門】

菅野 玲音（１年） 大圡 弥生（祖母）

かぶとむし ぼくのところに またおいで 青い海 被災のかけら どこへやら

菅野あゆ美（母） 大圡 烈（１年）

きっとくる まいにちエサを あげたもの 未来まで ぼくらが守る 青い海

遊佐 逞愛（２年） 菅野心音莉（４年）

ふしぎだな ママの手にぎると ほっとする 夏休み 来年こそは 帰り馬

遊佐 寿里（母） 伹野 勝彦（父）

いつまでも つないでいたい 心と手 コロナ禍で またも聞こえぬ 蹄音

多田 逞真（４年） 北元 恒志（５年）

お母さん そろそろかなと 外で待つ 今年こそ 野馬追あると またえんき

多田 祐子（母） 北元 秀明（父）

おかえりと 手を振る姿 ほっとする 貝を吹く 息子の姿 待ち遠し


